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北米から渡来する迷鳥
• 先行研究で日本に迷鳥が渡来する原因となる気象現象とその割合を、米国海
洋大気庁（NOAA）が提供するHYSPLITモデルを用いた流跡線解析で求めた
[1][2]。その後も事例を追加し、1998～2024年の128例を調べたところ、
気象要因は107例と全体の約84%を占めた。一方、気象要因の特定が難しい
北米渡来の18例が残された（図1）。

• これらについて、流跡線解析の期間を従来の2週間から4週間に伸ばして解析
したところ、2010年のキヅタアメリカムシクイはアリューシャン低気圧北縁
の気流に乗って渡来した可能性が示された（図2）。しかし、残り17例につ
いては、北米から日本に至る気流は認められなかった。そんな中、2023年
10月9日付「米国科学アカデミー紀要（PNAS）」の米ミシガン大学の研究に

よると、500nT超の激しい磁気嵐で、春秋の渡り鳥が9～17%減少、
磁気嵐中は、風に流される迷鳥も増えることが示された（図3）[3]。

今後の課題

• 図7に示した迷行パターンの③逆方
向の渡りや④鏡像ルートの渡りは、
米国以外にもシベリアから日本への
迷行例もあるので、それらも磁気嵐
が影響している可能性がある。

• 2025年5月11日に起きた4000nTを
超えるような大きな磁気嵐の時、鳥
たちの渡りはどうなっているのか。

• 水鳥と陸鳥、或いは、カモ目、タカ
目、スズメ目等の鳥の種類や、渡り
ルートの違いによって、磁気嵐の影
響に差があると考えられる。

磁気嵐ハザードマップ
• 前回の鳥のための台風ハザードマップ[2]に続き、今回は磁気嵐ハザードマッ
プを作成（図8）。オーロラ帯周辺でのオーロラ年間発生回数で色分けした。

• オーロラ帯の磁気嵐強度の季節変動（1990～2019年の30年平均）を見ると、
明らかに季節変動があり、春と秋に強く、冬より夏が強い（図9）。磁気嵐強
度を地軸の傾きによる年周期（紺色）と春秋分点効果（橙色）で示した。

• これらの図から、春秋に渡る鳥にとって、今の地球の地磁気環境は、あまり
好ましくないことが分かる。さらに今年は太陽活動がピークとなる。先の論
文[3]でも、11年の長期的な太陽活動周期も、鳥の渡り行動に影響を与える
かも知れないと指摘しており、今年から来年にかけて、世界中の渡り鳥たち
が無事に渡れることを切に祈りたい。

磁気嵐の影響評価
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図１ 迷行の原因となる気象現象 図２ アリューシャン低気圧による迷行例

図８ 磁気嵐ハザードマップ 図９ オーロラ帯の磁気嵐強度の季節変化

• 上記事例について、渡来前に磁気嵐が起きていなかったかを京都大学の地磁気データサービ
スを用いて確認した。データは調査時点で2019年末までのため、2020年のハクトウワシを
除く17例について、渡来日の3週間前までのオーロラ帯の地磁気変動量（AE指数）を1分単
位でグラフ化した（図4）。その結果,ほぼ全ての事例で500nT超の磁気嵐（橙色）を確認。

• 唯一、キヅタアメリカムシクイだけは、500nT超の磁気嵐はなく、上記HYSPLITモデルによ
る流跡線解析の通り、アリューシャン低気圧の影響で日本に渡来した可能性が高い。

• 日本野鳥の会の研究誌Strix等に掲載された観察例も含め、事例数を38例に増やし、春秋の渡
りへの影響差を調べたところ、春は秋より渡来日に近い日に磁気嵐が起きていた（図5）。

• 秋の渡りでは、繁殖地で磁気嵐に遭遇して、渡る方向を誤って日本に渡来し、春の渡りでは、
到着後、磁気嵐に遭遇し、繁殖地を通り過ぎて日本まで渡来したと考えられる（図6）。

• 日本の北米からの迷鳥と同様、ヨーロッパの研究者も、シベリアからの迷鳥は、不思議な現
象であり、鳥の磁気センサが壊れたために図7の③や④が起きると推測していた。しかし、
今回の評価から、個体の磁気センサ異常に依らなくても、より多くの鳥が、磁気嵐で方位が
分からなくなる可能性が示唆された。

図４ 迷鳥の渡来前３週間の磁気嵐強度 図６ 秋と春の渡りに及ぼす磁気嵐の影響の違い

図５ 渡来前日数と磁気嵐強度の関係

図７ これまで考えられてきた迷行の原因

図3 磁気嵐の鳥の渡りへの影響の研究（ミシガン大学）

地磁気データ提供：
京都大学 地磁気データサービス


	スライド 1: 気象と鳥たちの生活 －鳥たちの気象防災 （磁気嵐編）
	スライド 1

